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２．技術開発の目的と開発内容 

<技術開発の目的>  

建設発生木材を原料とする従来型の再生木質系ボード「パーティクルボード」は、

チップの集合体に過ぎず曲げ強度が最大でも 200 ㎏ｆ／ｃ㎡であり、構造用レベ

ルの強度はなく、下地材や家具用材に用途が限定されている。このため、建設発

生木材のリサイクルが進まない大きな要因の一つになっている。そこで、建設発

生木材より名刺状のストランド（木材薄片）を得、これを従来のチップ層両面の

表層に配することにより、合板や OSB 並の強度上高性能（曲げ強度 400～500 ㎏ｆ

／ｃ㎡）な再生ボードを得るのが本事業の目的である。 

<本助成事業における開発内容> 

角材など比較的大きな建設発生木材より名刺状のストランド（木材薄片）を得る

一方、ハンマーミルなどで通常の雑多な建設発生木材よりチップ（乃至パーチク

ル）を得る。これらのストランド及びチップに接着剤を吹き付け、表裏層にスト

ランドを、芯層にチップを配し、ホットプレスで熱圧締し、構造用パネルとする。 

  <設定目標> 

上記のような 3 層構造のボードにおいて曲げ強度 400ｋｇf/�以上、吸水厚さ膨

張率（TS20）3～5％を最終目標とした。 

 

 

 

 

 



＜開発目的のイメージ図＞ 
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※Medium Density Fiberboard 

中比重繊維板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ※Oriented Strand Board 

（構造については P22 参照） 
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３．廃棄物処理技術開発の成果 

＜開発成果の意義と建設資材リサイクル法＞ 

本事業では木質廃材よりストランドを得、廃材チップ層の表裏にこのストランド

層を配することで「構造用パネル」を実現した。これは、廃材のリサイクル率増

大の観点からみて極めて意義が大きい。なぜなら、従来型の再生ボードであるパ

ーチクルボードは、所詮チップの集合体に過ぎず、強度が出ないことから、その

用途は、下地材、建具／家具用材に限定されているからである。本開発により､

廃材を、より大きな市場である構造用パネル（年 800 万�市場）にふり向けるこ

とに大きく道を開いたと言える。 

一方、建設資材リサイクル法に基づく基本方針では平成 22年までに木質廃材の再

資源化率を 95％までに引き上げることを目標に掲げている。そのためには、年間

1,600 万�出る とも言われている木質廃材をいかに構造材市場にふり向けるかが

不可避の課題となる（従来型の再生ボードであるＭＤF やパーチクルボードの国

内市場は、max でも 310 万�／年に過ぎない）。 

＜物性上の開発成果＞ 

今回開発した廃材による３層ボードと他のエンジニアードウッドと比較すると下

記のようになる。 
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